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国連大学協力会の概要 

 

‖設立の経緯と活動の目的 

国連大学は国連のシンクタンクとして、世界の学者・研究者の知識を総合し、地球規模の課題解決を

目指すという重要な役割を担っています。それにもかかわらず、国連大学は他の多くの国連機関とは

異なり、国連の通常予算の配分は受けていません。国連大学の活動予算は、各国政府の自発的な拠

出金と、世界各国の民間の方々からの寄付金によって、活動が運営されています。 

 

（公財）国連大学協力会は、そうした国連大学の活動を支援しようと、故永井道雄(元文部大臣）、 

故大来佐武郎(元外務大臣）、故小林宏治(元日本電気会長)の呼びかけにより、わが国の学界、産業

界等幅広い協力のもとに、1985年6月3日、当時の外務省と文部省の所管法人として設立されました。

以来、日本において多くの民間人や企業・団体の方々の熱意とご協力によって、国連大学を事業と財

政の両面で支援する活動を展開しています。 

 

東京・渋谷の国連大学本部施設の中に事務所を設け、常に国連大学と密接な連携を図り、日本の

人々に対し、国連大学の教育・研究活動を理解し、関心を高めてもらうための、キャンペーン等、多様

な活動をしています。また、国連大学の活動に対し、同大学院で学ぶ学生への奨学金の支援を行って

おり、日本の人々と国連大学両者の架け橋となる活動を志しています。 

 

   

国連大学 

日本国  

国際問題に

関する講演

国連大学の 

活動紹介 

協力事業 
国連大学への 

支援事業 

国連大学協力会 

（公財）国連大学協力会は、2009年12月、内閣総理大臣より「公益財団法人」 としての認定を受けており、

本財団への寄付には税法上の優遇措置が適用されます。  
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国連大学の概要 

‖国連大学とは 

国連大学（UNU）はグローバルなシンクタンクであり大学院の教育機関で、本部を日本に置いています。 

国連大学の使命は、人類の生存、開発、福祉など国連とその加盟国が関心を寄せる緊急性の高い地球規模課題の

解決に取り組むため、共同研究や教育を通じて寄与することです。 

この使命を果たすため、国連大学は国連加盟国の世界を先導する大学や研究機関と連携をとることで、国際的な学

術機関ならびに国連システム組織との架け橋という役割を担っています。 

 

Website： https://jp.unu.edu/ 

年次報告： 

2022英語版  2022日本語版  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

‖国連大学サステイナビリティ高等研究所とは 

国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）は、人類と地球の持続可能な未来を実現するために設立された

研究・教育機関です。東京を拠点に、政策立案に役立つ情報を提供し、国連システムの優先課題に対処するよう、エ

ビデンスに基づいた知識と解決策を生み出すことで、国際社会に貢献しています。 

本研究所は、政策志向型の研究と能力育成を通じ、「持続可能な開発のためのガバナンス」、「生物多様性と社会」、

「水と資源管理」、「イノベーションと教育」という4つのテーマにおいて研究・教育を推進しています。学問と政策立案

の両面から、これらの分野の専門知識の横断的な統合を通じてサステイナビリティに関する知識を結集し、2030年ま

での持続可能な開発目標（SDGs）達成のための世界的な取り組みに貢献し新たな価値を創造します。またUNU-IAS

は、革新的な研究手法と多様なアプローチを駆使し、従来的な考え方に挑むことで、地球規模で懸念される課題に対

して独創的な解決策を生み出そうとしています。 

 

Website： https://ias.unu.edu/jp/  

年次報告： 

2022英語版  2021日本語版  

  

 

 

 

 

 

   

 外務省Webサイト：https://www.mofa.go.jp/mofaj/pr_pd/mcc/page22_002277.html 

文部科学省Webサイト：https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/unu/04090301.htm 

 

ご参考 

https://jp.unu.edu/
https://ias.unu.edu/jp/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/pr_pd/mcc/page22_002277.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/unu/04090301.htm
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国連大学協力会の活動内容 

国連大学協力会では、国連大学のプログラムや将来世界的なリーダーとなる人々の人材育成活動の促進や日本社

会と国際社会を結ぶために、皆様からいただいたご支援により様々な活動を展開しています。 

具体的には、「助成事業」、「キャンペーン・広報事業」、「国際相互理解の促進等に関する事業」、「講演会・セミナー・

シンポジウム事業」の４つの事業を行っています。 

 

 

 

国連大学協力会は、国連大学の研究プロジェクトや将来世界的なリーダーとなる人々の人材育成活動を促進する

ための支援を行っています。 

 

■UNU-IASで学ぶ外国人学生への奨学金 

 UNU-IAS(国連大学サステイナビリティ高等研究所)大学院で勉学に励む学生

の多くは発展途上国の出身です。東京での生活費を心配せず、勉強に打ち込

めるよう学生の生活費を中心とした支援を行っています。 

この奨学金は、「jfScholarship for UNU賛助会員」としてご支援いただいている

皆様により、支えられています。 

 これまでは、大学院修了時に、大学院在学中の生活費を数年にわたり支援

してくださった特別賛助会員の皆様を表敬訪問していましたが、会員の皆様と

のつながりを密接に保つため、2022 年からは来日当初にもご挨拶に伺わせて

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

■未来のグローバルリーダーを支える 

国連大学グローバル・セミナーは、UNU-IAS が主催する短期集中セミナー

で、日本をはじめ世界各国から学部生、大学院生や若い社会人が参加する、

大変人気の高いプログラムです。国連との関係に焦点を当てた国際問題をテ

ーマに取り上げ、各分野の第一人者からの講義を受け、討論を行い、知識を

深め見識を広げます。2022 年 3 月と 12 月にオンラインで実施され、日本の大

学生が多く受講しました。国連大学協力会は、このプログラムを財政的に支援

しています。 

 

この他にも、以下のような助成を行っています。 

◇ UNU-IAS大学院プログラムの教育活動 

◇ 国連大学本部における教育活動のための施設整備費 

◇ 国連大学図書館の蔵書購入費  

国連大学への助成事業  
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  キャンペーン・広報事業  

 

国連大学協力会では、国連大学の取り組みを日本の皆様へご紹介する広報キャンペーンを行っています。  

■ 広報資料の配布 

国連大学の活動内容やトピックスの紹介、関係者へのインタビューを掲載した

『jfUNUニュースレター』や各種リーフレット、さらに主催したシンポジウムの内

容を編集・収録した『jfUNUレクチャーシリーズ』を、賛助会員、寄付者をはじ

め、関係機関、講演会等来場者、資料請求者に配布しています。 

2022年度発行の『jfUNUニュースレター』 

 42号（10月発行） 大学院プログラム活動報告会、学位授与式 

 43号（12月発行） UNU School Visit特集 

■ インターネットによるキャンペーン 

国連大学及び国連大学協力会が実施するイベントや各種情報を、ウェブサ

イトやSNS、メールマガジンによって配信しています。 

■ UNU School Visit（国連大学見学会）   

SDGs（ Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）への関心が高い若年層の要望に

応え、UNU School Vis it（国連大学見学会）を実施しました。2022年度は、国連大学及び国際問題

への理解と関心を高められるよう、国連大学と協力し組み立てたプログラムに基づき、小学生から

社会人まで幅広い年代を対象に15件実施しました。  

データで見る UNU School Visit 

受入内訳 何について知りたいですか 

基本プログラム 

 
✉  
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国際相互理解の促進等に関する事業  

UNU Alumni Association 入会状況[2022年 12月現在：1435人] 

これまでの訪問先 

住友化学株式会社、トヨタ自動車株式会社、JAXA、筑波大学、産業総合研究所、

株式会社島津製作所、日本電子株式会社、キッコーマン株式会社、 

森本鉄鋼産業株式会社（順不同） 

地球規模課題の解決には、まず国際相互理解の促進が不可欠です。豊かな学習・研究活動に役立ててもらいたいと

いう思いから、世界各国から来日する国連大学の学生や研究者を対象に、日本文化体験の機会を提供しています。 

また、国連大学協力会は、UNU-IAS大学院プログラムの修了生をはじめ、国連大学で学んだ同窓生たちのネットワー

ク形成と情報交換の場として「UNU Alumni Association」事務局を運営しています。 

■ 日本文化体験プログラムー歌舞伎鑑賞会 

日本の伝統芸能を紹介するプログラムは、日本文化に馴染みの薄い海外からの

学生には大好評の企画。2022年 7月に国立劇場で「Discover KABUKI－外国人の

ための歌舞伎鑑賞教室－ 歌舞伎十八番の内紅葉狩」を鑑賞しました。 

■ 先端企業・研究所等の見学・体験プログラム 

日本の経済産業活動に直に接する機会として、主に賛助会員として国連大学をご

支援いただいている日本企業を訪問します。持続可能な社会について学ぶ学生に

とって大変貴重な学びの場となっています。2022 年度は、新型コロナウイルス感染

症の影響により実施を見合わせました。 

■ 平和学習プログラム 

原爆の惨禍に対する理解を深め、平和を考える機会を提供する研修プログラ

ムを実施しています。2022年度は実施を見合わせました。 

■ JFUNU OPEN OFFICE 

私たち国連大学協力会の活動を学生に知ってもらうため「JFUNU OPEN OFFICE」

を事務所にて 12月に開催しました。国連大学の大学院生がどのような分野に

興味を持っているか、それぞれの意見を聴取し、今後の日本文化体験実施の参

考としました。 

 

国連大学が提供する多様な研修を

終えた修了生たちは、国連機関、国

際機関、国際 NGO、大学、各種研究

機関など、世界各地で地球規模課題

解決のために活躍しています。国連

大学協力会は修了生ネットワーク

「UNU Alumni Associatioｎ」を運営し、

修了生相互を結ぶ架け橋としての役

割を担っています。 

 

■ UNU Alumni Associationの運営 
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収入額   29,608,063   

 うち 寄付金額計 17,423,120 

ｊｆScholraship 賛助会員  16,225,000 

指定寄付（ｊｆScholarship への寄付） 102,000 

一般賛助会費 535,000 

一般寄付金 278,700 

古本募金（チャリボン）、古物買取（キモチと。）、つながる募金 282,420 
 

  
支出額   45,113,088   

うち 助成金額計 22,050,000 

UNU-IAS大学院プログラムの学生奨学経費 14,400,000 

UNU-IAS大学院プログラムの教育活動 2,000,000 

国連大学グローバル・セミナー 600,000 

国連大学本部における教育研究のための施設整備費 5,000,000 

国連大学図書館の蔵書購入費 50,000 
 

 
正味財産合計  562,045,548    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

2022 年度収支概要  （単位：円）  

講演会・セミナー・シンポジウム事業  

地球規模課題についての研究を普及させることを目的とした一般公開のシンポジウム、国連大学の研究者や人材

育成コース修了生をスピーカーに招いたセミナーを実施してきました。 

これまで開催した主なシンポジウム等のテーマ 

・UNU/ｊｆUNUジュニアフェローシンポジウム  

 ・「『環境と平和』-より包括的なサステイナビリティを目指して-」 

 ・持続可能な地球社会を目指して―私のSDGsへの取組み 

・UNU Alumni Cafe  

 ・How to Begin a Career in UN Peacekeeping 

・その他  

 ・SOCIO JFUNU 2018 「国連大学の研究とSDGs」 

 ・Sustainability Research Symposium 2019 
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国連大学(UNU)の研究と人材育成は、世界各国の任意の拠出金と民間からの寄付金によって運営されています。 

国連大学が、現実世界の貧困と紛争をなくし、地球規模の環境と開発、平和の問題を解決するためには、強力な支援を必要としています。

人類が21世紀をより安全に、より豊かに生きていくために、国連大学が実施する諸活動へのご支援ならびに国連大学協力会へのご寄付を

お願いいたします。なお、本法人への寄付金は税法に基づく免税措置が受けられます。 

 

 

 

 

 

 

  

●単発でご支援いただくことができます 

単発、小額の寄付金を随時受け入れています。ご寄付額はご

自由に設定していただくことができます。 

 

そのほか、このような支援方法もご用意しております。 

 古本募金（チャリボン） 

読み終わった本はありませんか？ 

ご寄付いただいた本の買取査定相当額が 

国連大学の活動に役立てられます。 

 つながる募金 

ソフトバンクの携帯電話の利用料金の支払いと 

一緒に継続的な寄付ができます。 

 古物買取（キモチと。） 

身の回りにご不要になった物はありませんか？ 

ご寄付いただいた物品の査定額相当が 

国連大学の活動に役立てられます。 

 

国連大学をご支援ください 

国連大学を代表して、日本政府と日本国

民の皆さまのこれまでのご厚情と暖かな

友情に対し、厚く御礼申し上げます。私た

ちは、東京をホームと呼べることを光栄に

思います。 

 

あまり知られていないことですが、国連大学は国

連の機関でありながら、国連の通常予算からの

予算配分はまったく受けていません。各国政府

や世界中の個人、団体、企業などの民間からの

任意の寄付を基に運営されています。国連大学

が、現実世界の貧困と紛争をなくし、地球規模の

環境と開発の問題を解決するためには、強力な

支援を必要としています。 

 

● 継続でご支援いただくこともできます 

 ｊｆScholarship for UNU 賛助会員 

国連大学大学院で学ぶ学生のための奨学金、教育活動をご支

援いただく制度です。奨学金は、主として開発途上国からの学

生へ授与されます。 

【会員種類】  （）内は一口年会費 

特別賛助会員（200万円）、賛助会員A（50万円）、賛助会員B

（10万円） 、賛助会員C（1万円）の4種類 

【会員特典】特別賛助会員のみ奨学金の名称に寄付者のお名

前を付与することが可能。その他国連大学のイベントへの招

待、国連大学図書館の図書貸出など。 

 一般賛助会員 

国連大学協力会の活動を全般的にご支援いただくものです。 

【会員種類】  （）内は一口年会費 

学生（5千円）、社会人（1万円）、法人（10万円）の3種類 

【会員特典（共通）】国連大学のイベントへの招待、国連大学図

書館の図書貸出ほか 

 

 

公益財団法人 国連大学協力会 
〒150-8925 東京都渋谷区神宮前 5-53-70 
TEL 03-5467-1368 FAX 03-5467-1349   

国連大学協力会 
URL http://www.jfunu.jp/  E-mail  jf@unu.edu  
  

検 索
国連大学協力会 検索 

発行日 20230825 

 

国連大学協力会（jfUNU）は日本の民間からの国連大学に対する支援

の窓口として1985年に設立された財団で、東京・渋谷の国連大学本部

施設の中に事務所を設け、国連大学への協力を中心とした各種の活

動を実施してきました。本法人への寄付は税法に基づく免税措置が講

じられます。本法人ではこうした寄付金を基にしてさまざまな国連大学

の事業を助成しています。  

 これまでに、アジア沿岸水域における汚染物質の検査・分析、国連大

学大学院生への奨学助成、国連大学グローバル・セミナー各地域セッ

ション、国際講座など、数多くの意義ある国連大学プロジェクトを支援

してきました。その他にも様々な広報活動やシンポジウム・講演会等を

通して国連大学を支援しています 

今後とも国連大学への皆様のご支援をお待ちしております。  

 

              公益財団法人 国連大学協力会 

          理事長 小宮山 宏 
 

世界の平和と繁栄に対しますます困難な問題が立ちはだか

る中、緊急性の高い地球規模課題の対応できるよう、国連

大学は必要な知識を提供していく所存です。民間セクターや

個人の皆さまから頂く財政援助は、国連大学が研究や大学

院教育を推進することを可能にし、共に現代の重大課題を

乗り越えていくために、大変重要な役割を果たしています。 

 
公益財団法人 国連大学協力会は、国連大学の活動に関

する認識を日本で広め、私たちの研究と大学院教育のため

に寄付金を集めるという、重大な責務を負っています。本学

は、日本の企業や個人の皆さまからの財政援助に、深く感

謝しております。国連大学協力会を通じて国連大学の活動

を支援していただけますよう、お願い申し上げます。 

 

            国連大学学長・国連事務次長 

チリツィ・マルワラ 

 

http://www.jfunu.jp/

